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 議会報告会  
 

聞かせてください、皆さんの声 
 

 議会活性化特別委員会が主催し、１月２５日・２６日に公民館と日ノ出地区ふれあいセン

ターを会場に「議会報告会 聞かせてください、皆さんの声」を開催しました。 

 今回は、同委員会で議論している議会基本条例を中心とした議会改革や昨年１１月に実施

しました町民アンケートの結果などをテーマに開催、２会場合わせて３５人の町民の方が参

加されました。内容の一部をご紹介します。 

 ※報告会の詳細は、議会事務局でも気軽に閲覧できます。 

                                          

 

 

 

 

◆質疑①：長期欠席議員報酬条例の内容は。 

回答（工藤議員）：「議会の議員の議員報酬

等の特例に関する条例」で、欠席期間が９

０日を超え１８０日以内の場合は、３割の

報酬減額、１８０日を超え３６５日以内は、

４割減額そして３６５日を超えての減額が

半分ということになります。 

【議会改革についての各議員の考え等】 

説明（須河議員）：議会は、町民の皆さんの

いろんな意見を聞く、それをいかに行政に

反映していくか。また、若い人や女性が議

員になったとき、きちんと行政に声を届け

られるような議会の形を早く作っていかな

ければいけないと思っています。 

説明（西森議員）：どうしたら訓子府が生き

残れるかということを議会、町それから町

民が一体となってやっていかなければなり

ません。次に続く若い人たちのためにも、

伝えていくということで、条例制定に向け

た議論をしているところです。 

説明（河端議員）：次の世代に向けて、議会

はこういう役割がある、こういう使命があ

ると認識して、議会改革をしていかなけれ

ばいけないと考えています。 

説明（余湖副委員長）：町民アンケートの中

でも、「議員は何をやっているのかわからな

い」という意見がたくさんあり、何をやっ

ているのか、何をやるべきなのか、わかっ

てもらえるようなシステムをつくるのが議

会基本条例だと思っています。 

説明（工藤議員）：議会改革は、一言で言え

ば議員の意識改革。議員も町民の皆さんの

思いを共有できるようなシステムづくりも

必要になると思いますし、それを提案でき

るだけの知力が求められてきます。 

説明（山田議員）：議会と議員の役割は何か

を突き詰めるのが改革だと思っています。

住民の皆さんのご意見をお聞きして、議会

で行政に反映し、議会であったことを、町

民の皆さんに返していくということの原点

を徹底することだと思っています。 

説明（堤議員）：議員間同士できちんと話を

し、今置かれている立場、議員としての資

質をきちんと見極めて、こういうふうに活

動します、努力しますということを示すも

のが議会基本条例と考えています。 

◆質疑②：栗山町などの先進地視察で、何

が参考になり、どうしていくのか。 
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回答（河端議員）：栗山町は初めて議会基本

条例を作った議会です。私たち議員間でか

なり議会改革について話し合いをし、今自

分たちにできることから始めようと議会報

告会を開催しています。町民の皆さんが議

会に何を求めているかということを知るた

めに報告会を始めました。 

回答（余湖副委員長）：議会基本条例につい

て具体的にどのようなことを載せているの

かなどの視察をしており、来年の３月まで

にはきちんとした条例にして町民の方にお

知らせすることになっています。 

回答（工藤議員）：議会基本条例の大きな柱

は、条例の目的、議会の役割・機能さらに

議員活動のあり方です。条例の目的として

は、①町民から信頼される議会②町民福祉

の向上③豊かで持続可能なまちづくり―こ

の三つです。 

◆意見①：議員として、今の三つの目的は、

当たり前のことではないのか。 

回答（山田議員）：原点に返るということだ

と思います。個々の議員としての活動は、

きちんとしなければならない。けれども共

通認識をもって、町民の皆さんと約束する

ことは、あるはずです。その一つの表れが

議会基本条例で、議員が代わってもいつで

も町民との約束である条例に基づいて活動

していくということです。 

◆質疑③：議会改革などが必要なのはわか

るが、先進地の事例や条例の罰則は。 

回答（山田議員）：条例は、町の法律で、そ

の中に規定することは守らなければならな

いことになります。ただし、刑法などと違

って、それが直接できないからといって罰

則ということにはなじまない条例かと思い

ます。先進地の主な事例は、町民の代表を

モニターとして、議会や議員の活動、賛否

討論などを見ていただいて、議会に対して

意見などを言ってもらう制度、あるいはサ

ポーターといって、議会、行政も含めて町

民の代表であるサポーターから意見をいた

だき、議会と一緒になってまちづくりを進

めていくような仕組み、他に日曜議会や夜

間議会、インターネットを使って議会の様

子を皆さんにお伝えしていくなどです。 

◆意見②：条例の問題を町民の一人一人に

聞くというのは、無茶では。 

司会（西山委員長）：わかりやすく伝えると

いうことを自分たちが考え、条例や議会改

革についての議論を詰めていきたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆質疑④：参加が少ないようだが、議員は、

今日の報告会に来てほしいと声をかけたの

か。議会傍聴はどのくらいあるのか。 

司会（西山委員長）：議員一人５枚ずつポス

ターを張ったり、さまざまな会合などで呼

びかけたりしました。まだ努力が足りない

と思うところです。傍聴は最近、一定例会

で１０人くらい、多いときはその倍くらい、

少ないときは１０人以下のこともあります。 

◆意見③：レクリエーション公園に彫刻が

建ちました。この町に必要なのかなと思う。

議員もいろんな考えがあったでしょうが、

これからもかかる費用とかもあるようだし、

そのへんのことをいろいろ考えてほしい。 

回答（河端議員）：経過は、町側から提示が

あり、議員がどう思うかについて真剣に討

議をしました。最初は銀河公園に移設する

ということで、その後、それをきっかけに

町の芸術・文化の振興を図るという構想も

あり、７月の臨時会にかけられました。そ

の中でそれぞれの考えの討論があり、採決

の結果、５対４で彫刻の移設と関連する講

演会の補正予算が可決されました。 
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回答（余湖副委員長）：彫刻を移設すること、

それに合わせて講演会を開くことに対して

９２０万円。そのあと、今後１０年間、武

蔵野美術大学との産官学プロジェクトに対

してお金をかけ芸術・文化の振興を図る計

画で、来年度の予算など詳細はわかりませ

んが、われわれも情報を発信して、それに

対し皆さんが声を挙げてくれればと思いま

す。 

回答（工藤議員）：これは一回差し戻しして

いる案件。出されたものがただ彫刻の移転

ということだけで、ちょっと無理があるだ

ろうと。教育委員会は、彫刻を一つのきっ

かけとして武蔵野美大との連携で子どもた

ちの将来に向けて創造性を育むという計画

を打ち出しました。文化・芸術は、１０年、

１５年の長い期間で培われていくものと感

じています。 

◆意見④：彫刻の移設、今後、美大との交

流にいろんな面で費用がかかる。納得して

いない町民がどれくらいいるのか。議員も

突き詰めて話ができなかったのか。 

回答（山田議員）：教育委員会は、彫刻移設

をきっかけに子どもたち、町民の人を巻き

込んだ芸術・文化の教育とまちづくりをし

たいと提案し、議論しました。美大と前半

５年、後半の５年間、ワークショップなど

をやりたいと。美大の学生が町に来て学校

やこども園などで一緒に創作をしたり、町

民の皆さんの意見を聞きながら具体的なも

のを決めていくということです。 

回答（須河議員）まだまだ文化に対してい

ろんなことをやられている町民の方がいま

す。そのへんとの兼ね合いをどうしていく

のかということも一つの目線として考える

必要があります。町民の声が議員にも届い

ていなかったのかなということが反省しな

ければならない部分だと思います。 

質疑⑤：彫刻や文化・芸術振興の内容につ

いては、町は何か周知しましたか。 

回答（河端議員）まなベルに出ていたと思

います。彫刻の設置やそれをどう生かすか

ということも報告されていました。 

意見⑤：最近広報にはチラシがいっぱい入

っていて、結局、わかりにくい。 

司会（西山委員長）：私たちも日ごろからよ

く話し合っていますが、今後の議論の題材

にしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

質疑①：町民アンケートで「議員の態度や

暴言を正せないのか」とある。議会で暴言

などは頻繁にあるのですか。 

司会（西山委員長）：止めるのは議長の役割

で、過去においても暴言と判断して、質問

を止めたり、注意をしたことはあります。 

◆意見①：一般質問で、同一案件で複数の

人がやりたいという場合に、内容が違うの

であれば、何人やってもいいのではないか。 

司会（西山委員長）：議会では、一般質問に

対してルールがあります。各委員会で、ど

んな質問をするかを出し合い、重複した場

合は、質問者同士で話し合って、中身がか

ぶらないように調整します。今のご意見と

逆の声もあるんです。「みんな、同じ質問を

しているんじゃないか」と。 

◆意見②：昨年の１２月に議会を傍聴した

際、議員が「この問題については、司法で

争う」という言い方をした。他の議員はそ

れを認めているのか。これは議員の質に関

わると思う。 

回答（山田議員）：いろいろ問題点を議員も

感じ、傍聴された方も感じられたと思いま

す。訴訟は個人の権限で、議会として、そ

のことに対して見解を出すことはできない

と思います。ご意見は、多分議員の資質の

ことに重点をおかれているのだと思います

が、あのときは、質問したことと町長の答

えたことがかみ合わない中で、質問議員が

興奮して、最後に「法的に訴える」という

ことでした。いろいろな意味で、議員の資



- 4 - 

質を高める必要があるなと思いました。 

◆意見③：今の問題ですが、議会が終わっ

た後に、他の議員が「ちょっとこれは」と

思ったときに、議員間で話し合いができて

いないのか。 

司会（西山委員長）：今のご意見は、きちん

と受け止めます。 

◆意見④：アンケートの議会への関心度で、

関心ある人が六十数％いるが、実際に傍聴

している人はすごく少ない。このへんの努

力がもう少しあってもいいのかなと思う。 

司会（西山委員長）：私たちももっと改革に

向け皆さんへの情報提供とか、このような

報告会に来てもらえるためにどうしたらい

いかということを議論していきます。 

回答（余湖副委員長）：ナイター議会とか、

なるべく来てもらえるような方法は、議会

改革・活性化委員会の中で話し合っていま

すので、今と違った議会の開催などもでき

ればと考えています。 

◆意見⑤：アンケートの議会だよりの問で、

「すべて読む」と「関心のあるところだけ

読む」と合わせて約７０％と高率。逆に、

議会だよりを読まない理由で「関心がない」

が一番。ということは、この議会だよりを

関心がある内容にいかにするか、「わかりに

くい」も多いから、こういう点を工夫すれ

ば、議会に足を運ぶステップにもなる。 

回答（山田議員）：貴重なご意見をいただき

ました。限られた紙面の中で、いかに読ん

でもらうかということが、次のステップだ

と思います。いかに特徴的に囲み記事など

も使いながら読んでもらえるよう、改革の

中でも検討させていただきたいと思います。 

◆質疑②：町民と議会がそんなに広く深い

溝になっているのかな？と、思うのですが。 

回答（工藤議員）：町民アンケートで「議員

は何をやっているんだ」「議員なんかいらな

いだろう」など率直な声がきています。い

ろんな誤解もあるでしょうし、こちら側か

らの情報の発信も悪いから、なかなか理解

されていないのかなというのが結果として

あります。そういうところが、自分にとっ

ても溝なのかなという思いです。 

議員としてやっている以上は、町民ある

いは町のためにどうすればいいのか。議会

だけではできない、町民との協働という形

でつくり上げていかなければ、いい町とい

うのはつくっていけない。そのためにも溝

をどう埋めていくのかというのが今求めら

れている課題だと思います。 

◆意見⑥：そんな人は、そう多くないと思

う。皆さん一生懸命やっていると思うので

すが。 

回答（須河議員）：全国の町で議員の定数が

多い、報酬が高いのではないか、議員自体

が必要ないのではないのかという声がたく

さん聞こえます。それに対して、議会とし

ても議員としても、町民と向き合って、し

っかり応えられるような議員になろうとい

うことだと思います。 

 若い議員や女性議員が出てきたときに、

議会というのを知るまでに時間がかかりま

す。議会改革によって、そういう人たちが

議会にあがってきたときに、若い発想、女

性の発想で、町民の声を届けられるような

議会にしたいという思いです。 

◆意見⑦：アンケートの議員定数について、

「５～６名でよいのではないか」という意

見もあるけれど、それは極論で、現在の１

０名でも少ないのかなと思います。人数が

減れば減るほど、やはり議会の中でもいろ

いろな意見が出てこなくなって、反映しな

くなるのかなという気がします。 

 議員報酬についても、安いかなと思いま

す。アンケートで「議員はボランティアで

もいい」という声もありますが、ボランテ

ィアでできる問題ではない。議員も責任を

持ってやっていただいているので、ボラン

ティアというのは失礼じゃないかなと私は

思います。今後、若い人たちが議員になる

ためにも、これ以上報酬を下げるというの

は議員のなり手がいなくなるのではないか

なと思います。 
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司会（西山委員長）：定数と報酬については、

活性化委員会の中でも議論し、今後も話し

合っていかなければと思っています。 

◆意見⑧：議員全員とこうして話ができる

ことってほとんどないです。みんなと話を

し、みんなの声も聞きたい。話ができる雰

囲気というか、そういう場面をつくってほ

しいですね。 

◆意見⑨：アンケートの回収率が２４％。

あと７割の方はどういう考えなのか。５

０％の回収率であれば、ある程度の部分が

見えてくるでしょうけれど。 

司会（西山委員長）：このアンケートは初め

て実施しましたが、全世帯に大きな封筒に

議長の言葉を載せて、中に返信用封筒を入

れました。この方法はどうでしょうか。 

◆意見⑩：出す人にも責任を持ってもらわ

ないといけないから、私はこれでいいと思

います。議員が一軒一軒回れば増えるでし

ょうけど、本当にそれでいいのかと、一方

通行ではまずいでしょう。 

◆意見⑪：若い人が議員になれるような方

法ということで、若い人、女性の方が入っ

てきていただければ、より活性化した町政

運営になるんじゃないかと思います。 

 例えば２０代、３０代の人が議員になっ

て報酬が月１８万５千円では生活できませ

ん。若い人は議員になろうとは多分思いま

せん。意欲を感じないと思います。もう少

し上げてもいいのかなと。もちろん、貢献

というか、それなりのことをやってくれて

いるのであればですけれど。より若い人が

町政、町の運営の部分で活躍できる場の一

つとしての環境を考えてほしいなと思いま

す。 

回答（山田議員）：まちづくりに対して意欲

的なことがまずは一義的にあって、報酬や

その他のことも加味して、どういう形がい

いのか。年代別にとか女性にとか割り振る

ことは公職選挙法でできませんから、これ

は少し長いスパンで町民の皆さんと議会が、

このテーマに絞ってでも勉強していくとい

うことではないでしょうか。 

回答（余湖副委員長）：今、なぜ議会改革を

やっているかというと、「議員って何やって

るんだ」とやはり言われます。そのへんか

ら変えていかなければ。議会のことがわか

らないと、議員になろうという人もなかな

かいないのかもしれません。議員になって

何かをやりたいとか、そういう心意気がど

こで出てくるのかということだと思います。 

まずは議会改革をやって、議員は何をや

っているのかということをわかってもらい、

議員になろうという人を誘っていきたいと

いうのが、一番の議会改革だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆意見⑫：皆さんのその議員としての熱意

のすごさには感銘を受けました。ただ、給

料がどうのこうので議員にならないとは言

いますけど、言い方は悪いですが、今回の

ように投票なしで皆さんが自動的に議員に

なってますよね。それがもし選挙があった

としたら、どんな流れになったのかなと。

若い人がもっと出ていた場合、どんな流れ

があったのかなと。今ここに報酬額が明示

されていますので、それをベースに聞いて

みたんですけど、若い人が議員になってみ

て、報酬額を知らないでなった人は、正直

がっかりしますよ。変えてやろうと熱意を

持って一生懸命やっていても、与えられる

報酬がこれだけかと。これは生活給として

考えなければいいんだと言いますが、若い

人もそうですけど、議員になられた方は、

それなりに町のことを考えてやっているの

ですから、報酬が安くても仕方ないという
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報告会のお礼 
町民の皆さんの声を直接お聞きして、

これからの議会活動に生かすため、今年

度も「議会報告会 聞かせてください、

皆さんの声」を開催しました。 

報告会当日は、厳しい冷え込みにも関

わらず、多くの町民の方々のご出席をい

ただき、厚くお礼申し上げます。 

 今回は、議会改革等の説明が中心でし

たが、皆さまからいただいたご意見やご

提言などについては、今後の議会活動の

中で十分に議論を行い、「開かれた議会」

への取り組みを進めていきます。 

 誠にありがとうございました。 

 

  訓子府町議会 

活性化特別委員長 西山 由美子 

考え方が妥当なのかどうなのか。私は、も

っと上げるべきだと思う。もちろんそれに

見合う働きをされている方だったらですけ

どね。違う方は、次に選挙をやったら落ち

ると思うんですよ。それは、町民は見てい

ると思います。 

◆質疑③：昨年の議会報告会の中で、居武

士小学校の話が出たと思います。その意見

を聞いて、議会の中、もしくは議員さん個

人でその後、どういう検討をしたのか。 

司会（西山委員長）：議員の一般質問で取り

上げた方もいましたが、「地域の保護者や地

域住民の声が優先だ」という（町の）回答

があり、それと居武士小の開校１００周年

もありましたので、今、議員が先導してや

る時期ではないのではないのかと。もう少

し保護者の方や地域の方たちの声がまとま

った中で、後押しできるのであればという

ことから、今は議員間で居武士小学校のこ

とを話し合ってはいません。 

◆意見⑬：「聞かせてください、皆さんの声」

とありますが、スポーツセンターなどの大

きな事業で、議員の間でもいろいろな意見

が出ていると思います。こういう場で、来

ている人に議員個々がどう思っているのか

とか、逆にこちらも聞かせてもらいたい。

そういう場もあるといいのかなと。 

回答（余湖副委員長）：議会報告会は、基本

的に議会の報告会なので、個人の報告会と

は違い、先に個人の意見から出していくこ

とにはなりません。こちらから投げかける

のは、今議会全体で直面していることにつ

いて皆さんの話を聞きたい。それに加えて、

「聞かせてください」というのは、せっか

くの場なので皆さんがわれわれに聞きたい

ことや言いたいことがあれば、それを聞く

機会として大事だと思っています。 

司会（西山委員長）：違った形で町民の皆さ

んと気楽に話せるような場面も作れるよう

検討していきたいと思います。 

回答（工藤議員）：今おっしゃったスポセン

の問題だとか、こども園などの予算の使わ

れ方については、私たちは議決をしてきて

いますので、議会の中での賛成・反対の論

点や争点など侃々諤々
か ん か ん が く が く

の議論があったのだ

という中身を知らせるべきだと思います。 

 今、その点がどこの議会でも、この議会

改革の中で求められているところです。そ

れを、議会基本条例の中できちんと制度化

して、そういった争点になるようなところ

のポイントは何だったのかということをど

うやって皆さんに示していけるかというの

が、もう一つの情報公開という意味でも鍵

になると思います。 

訓子府町議会事務局 

（役場２階☎４７－２１８４） 


